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例）柱の符号を、工区が違っても同サイズ同材質なら同じ符号名を振りたい。 

 

集約オプションの集約条件 【工区】の☑を外してくだ

さい。 

 

工区の☑ を外すことで、工区の認識をしなくなるので、

同じ形状の柱は同一グループ番号が同じになり、同じ符

号名が振られます。 

 

☑※基本的に【部材名】は  をいれておいてください。 

☑ を外すと、部材名が違う同サイズ同材質の鋼材を 

同一グループ番号にしてしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）柱の符号を、工区・柱ガセット・二次部材の取り付

きなどは見ず、長さと端部形状が同じ場合は同じ符号に

したい。 

 

集約オプションで【部材名】にのみ☑ をいれてください。 

 

 

 

 

 

 

 

今回は【部材名】にのみ☑ を入れているため、 

部材名と切断寸法、端部形状のみをみて 

同一グループ番号を振っています。 

どこまで見て同一形状かの条件を設定します。 

同一グループ番号とは？ 

同一形状の部材に自動的に振られる番号です。 

集約条件のチェックによって、同じ条件になれ

ば、同一グループ番号が同じになります。              

基本的に全て☑ がない場合は切断寸法(長さ)と

端部形状のみの集約となります。 

☑したがって、  の数が多いほど符号名が 

分かれます。 


